
 

えんぴつのすゝめ  

皆様が健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。旧年中は本校教育活動にご理解とご支

援いただき、誠にありがとうございました。 

2024 年は辰年ですが、本来の干支でいうと甲辰になります。 

十二支や十干は数や方角だけでなく、それぞれ独自の意味を持っています。 

例えば「甲」が持つのは第 1 位であり、優勢であることを表す他、 

まっすぐに堂々とそそり立つ大木を表しています。「辰」は十二支の中では 

唯一の架空の生き物、龍（竜）を意味します。水や海の神として祀られてきた 

龍は、竜巻や雷などの自然現象を起こす大自然の躍動を象徴するものであり、 

「龍が現れるとめでたいことが起こる」と伝えられてきました。 

この 2つの組み合わせである甲辰には、「成功という芽が成長していき、 

姿を整えていく」といった縁起のよさを表しているといえそうです。今年は、次年度へ向けてメル校

をさらに発展させ教育環境を日本のレベルに近づけていきたいと思います。 

 数年前に日本の小学校で校内を巡回していると 6 年生教室から 

「えんぴつがよいか、シャープペンシルがよいか」というテーマで 

ディベートをしている声が聞こえてきました。皆様はどちらが小学生に 

とってよいと思われますか。 

 小学生の場合、答えはえんぴつだと思います。ベテランの先生からは、えんぴつをきれいに削って

いる子は勉強がよくできるという話も聞きます。先が丸くなったえんぴつを使う時と先の尖ったえん

ぴつで書く時とでは全く違う緊張感があります。それと、えんぴつを削ってくる子は、前の日の準備

がきちんとできているということも学習がよくできることにつながっていると思います。 

 脳機能開発研究の第一人者で脳トレブームの火付け役となった川島教授によると作文をするときに

紙と鉛筆・スマートフォン・パソコンのそれぞれで作文をする実験では、紙と鉛筆以外では脳の前頭

前野はほとんど使われないという結果になりました。スマートフォンやパソコンは楽で便利ですが成

長期の子どもたちには紙と鉛筆を使って書くことが大切であると解説されています。 

えんぴつを正しく持つこと、中指の爪の横の中衝というツボ（ペンだこのできるところ）にえんぴ

つを押し当てること、小指の付け根をノートに固定すること、そして下敷きを敷くことで脳が鍛えら

れると考えます。小学生の間は、家でえんぴつを削り、次の日の準備をするようにしてほしいと思い

ます。 

    We are the champions !! 

  

１２月１４日にグレンアイラ市長 Ann-Marie Cade 様が本校を訪問され大きなトロフィーを児童代 

表に手渡してくださいました。市長様は、私たち日本人にもわかりやすい英語でゆっくりと話しをされ

表彰の理由をご説明いただきました。今日の授賞式の様子は、昨年 

度のようにグレンアイラ市の広報誌に掲載されるかもしれません。 

メル校の存在を地域の方に知っていただけることは、広報活動を 

進めている本校にとっては有意義なことであると思います。 

児童生徒の入れ替わりの多い本校ですが、目的意識をもって 

次年度も優勝目指して頑張ってほしいと思います。 
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次年度の変更点について 

 
① B 時程(短縮時間割）を各学期毎に 3日程度設けること ※授業時間と時数は削りません。 

現在は基本時程のみで実施していますので、下校時刻は 3 時半となっていますが、B 時程実施日は
下校時刻を 3 時とさせていただきます。日本の学校では授業時間を５分ずつ短くしたり授業時間その
ものをカットしたりすることがありますが、本校の B 時程は、授業時間や時数、中休み、昼休みは通
常通りで、朝活動をカットし、10 分休みを 5 分休みへ短縮、簡易清掃への切り替えを行うことで、
下校時刻を 30 分早めるというものです。 
［目的 1］成績処理 
 期末個別懇談に向けての成績処理にかかる時間の確保のため 
［目的 2］研究授業や教職員の打ち合わせの時間の確保 
 教職員の資質向上と授業力の向上がもう一つの理由です。派遣教員は各都道府県から文科省を通じ 
長期研修という形で、海外派遣されていますが、公開授業を行っても全ての教員が参観できないの 
が現状です。研究授業実施日は、全員が授業を参観できる時間を確保することが目的です。 

 
② ジャパンフェスティバルを授業時数に含め、翌日を振替休日とすること 

子どもの体調管理と、教職員の勤務日数調整が目的です。 
お子様の体調管理について、練習及び日曜日の本番の翌日から通常授業に入り休養期間が必要な 

ため、本番の翌日を振替休日とさせていただきます。 
教員の勤務日数については、現地採用教員に出勤を依頼すると勤務日数制限超過となります。現在、 

教員は超過勤務として、本番当日に参加していますが、今後は勤務日として組み込んでいきたいと思
います。全教員で子どもの発表指導のほか、メル校ブースで 1 日公開授業等を実施しています。 
 

③ 外部向けのオープン参観デーを保護者参観日と同じ日に開催にする。 
今年度は６月に保護者参観とオープン参観デーを分けて行いましたが、来年度は６月の授業参観を

オープン参観デーと同日に開催します。〔5 月、6月(オープン参観デー)、11 月、2月〕 
 

 
お知らせ 

 
昨年の８月１７日に行いましたオンライン高校説明で講師をお願いしました ICU 高校がメルボル 

ンで、帰国子女枠の受験をご検討されている方を対象に説明会を開催されますのでご案会いたします。
今のところメルボルン開催は２月２７日の予定だそうですが、リンクをご参照ください。 

https://icu-h.ed.jp/admin/australia202402.html 
 
海外に住む子ども達の心の健康をサポートする活動を行う臨床心理士グループの会 With Kids が、 

お子さん自身、保護者、教職員からの無料メール相談を随時受け付けておられます。 
相談申し込み、活動詳細のリンクをお知らせいたします。 

https://www.withkids-kaigai.com 
 
★ 今井むつみ氏による【ことば力×考える力】講演会（無料）が、１月１３日（日本時間 9時～ 

10 時 20分）オンラインで開催されます。 
認知科学等の専門家で慶應義塾大学教授の今井むつみ先生による講演会を、海外で子育てをする 
保護者の方（未就学から小・中学生のお子さんの保護者）を対象に開催されます。 

【内容】 
「多文化の中での子育てで大切にしたいこと ～学習の壁を突破する力～」 
（第１部）親子で実践！生きた知識を育てる学び 
（第２部）日本語も外国語も中途半端にしない！ことば力と思考力 
お申込み含めた詳細はこちら（https://www.joes.or.jp/kojin/news/detail/54）をご覧ください。 

 
★「JOESマガジン」は、海外子女教育振興財団が発行するメールマガジンです。 
  主なトピックスをご紹介します。 
〇 聞いてみよう子どもの教育 
「海外の高校に通っていますが、日本の大学に関する情報が少なく、どう準備したらよいのか 
不安です」JOES 帰国生受入校コンシェルジュの中山先生による解説。 

〇 イマドキの海外生活 
○ おいしい暮らしの台所 
○ みんなの広場 
なお、「JOESマガジン」は、マイポータルから閲覧できます。 
HPトップ画面に「JOES マガジン」のバナーがありますが、記事をすべてお読みいただくには 
「マイポータル」https://myportal.joes.or.jp/への簡単な登録が必要になります。 
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